
　 造形芸術学科の教育研究上の目標
「産学一如」の建学の理想のもと、社会人としての教養と国際的な視野を持つ、心身共に健全な人間教育
に努めるとともに、実践的学風を重んじ、造形芸術への熱意を育て、基本的な技能の修得、創造性の向上
を図ることを教育研究上の目標とする。なお、各系列の到達目標は、別に定める。

　学習成果
　九州産業大学造形短期大学部では、建学の理想、建学の理念及び教育目標等に基づき「学習
成果」を以下のように定める。
・基礎的教養を身につけ、造形芸術の知識と技能を修得している
・創造力、表現力を通して、意欲的に社会に貢献することができる

　 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
目指すべき人材像
　今日の造形芸術領域の融合と多様化に適応し、誠実で創造性に富んだ、企業や社会に必要とされる人材
の養成を目指す。

到達目標
　社会人としての豊かな教養、総合的判断力の修得とともに、各系列ごとの専門的能力を追求し、今日の
多様な社会や文化の創造に貢献し得る能力を養成する。
　基礎教育科目、外国語科目及び専門科目から所定の単位を修得し、卒業単位（62単位以上）の基準を満
たしたものに短期大学士（芸術）の学位を授与する。

　 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
教育課程の理念
　造形芸術領域の融合と多様化に対応し、社会のニーズに適応できる人材を育成するカリキュラムを構築
する。基礎教育科目と外国語科目では必修科目、選択必修科目を中心に、豊かな社会性を養うことを目指
し、専門科目では選択必修科目を軸に、個々の修学の目的に対応した選択科目を開講することで、社会に
有用な専門性を持った人材育成を志向する。

教育課程の構成
　造形芸術学科の教育課程は基礎教育科目、外国語科目及び専門科目で編成する。基礎教育科目では、必
修科目として大学生活から卒業後のキャリアまでを案内する科目を置き、選択必修科目として国語系科目
と外国語科目を置く。
　専門科目では、すべての系列に共通する科目を共通専門科目とし、各系列に関係する科目を３つの領域
にまとめ、領域専門科目とする。初年度に共通専門科目の基礎となる科目を必修科目・選択必修科目とし、
まず、これを学ぶ。その後、各自の系列を意識しつつ、２年次につながる領域専門科目（系列専門科目）
を学ぶ。２年次で各系列での選択必修科目を履修することで10系列に分かれる。領域専門科目での必修科
目は最小限であり、カリキュラムとして造形芸術領域の融合と多様化に対応する。

教育課程の特長
　１学科に３領域10系列をおき、全領域の科目を時間割の許す限り履修することができる独自の科目構成
とする。造形芸術領域の融合と多様化に適応し、個々の学生が選択する系列を軸に、様々な興味や目標に
対応できるカリキュラムとする。
　自由度の高い個々のカリキュラム作りや、卒業後の進路の目標を大学での学びに結びつけることを指導
するため、少人数クラスでの担任制や基礎教育必修科目、オフィスアワーの実施などできめ細かく対応す
る。

          　入学者の受入れ方針（アドミッション・ポリシー）
本学の建学の理念に基づいた教育を行うために、本学が求める学生像は次のとおりである。

・芸術を愛好する心情を持ち、個性豊かな造形的表現力を身に付けようとする人。
・何事にもとらわれない自由な精神を持つ人。
・確かな技術の修得に努力する人。
・造形芸術をとおし、地域社会に貢献する意欲のある人。
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